
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 いよいよ今週の土曜日、１０月２９日は、学習発表会です。今、どの学年も一生懸命

に練習に取り組んでいます。ぜひ、子どもたちのがんばりをご覧いただけますようお願

いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

白五小だより 
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平成２８年度 白河第五小学校 学習発表会 
 

１ 期 日 ： 平成２８年１０月２９日（土） 

２ 時 間 ： 午前９時～１１時２０分 

３ 場 所 ： 白河第五小学校 体育館 

＜ プ ロ グ ラ ム ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ お願い 

 ○ 現在、「しらさか児童クラブ」建設のため、駐車場が限られています。節車にご協力くだ

さい。 

 ○ 天候によっては、体育館が寒いことも考えられます。温かい服装でお出かけください。 

 ○ 絵を描く会の作品やこれまでの作文などの作品も掲示していますので、どうぞこちらも

ご覧ください。 

 

１ はじめの言葉    １年生 

２ １年生  劇「くじらぐも」 

３ ２年生  劇「白河五小版 コーネリアス」 

４ ３年生  劇「カラスはやっぱり黒がおにあい」 

  （ 休 憩 ） 

５ 校長あいさつ 

６ お祝いの言葉  父母と教師の会会長 

７ 全校合唱「切手のないおくりもの」        ＜全校合唱の練習の様子＞ 

８ ４年生  表現「２７色のレインボー ～ みんなで心一つに ～」 

９ ５年生    劇・合奏「３６５日の紙飛行機」 

１０ ６年生  劇・合奏「３人の武将 ～ かれらが気付いた、大切なもの ～」 

１１ おわりの言葉    ６年生 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

未来の白河作文コンクール  
最優秀賞 おめでとうございます！ 

 昨日、白河市市制施行１０周年・白河文化交流館コミネス開館 

記念式典が盛大に行われました。その式典の中で、本校５年生の 

さんが、未来の白河作文コンクールにおいて最優秀賞を 

受賞し、表彰状をいただきました。 

 作文の題は「『やさしさの玄関、白河』になるように」です。 

白河市は「みちのくの玄関」と言われますが、これから赤ちゃん 

からお年寄りまでにやさしい市、働く人にやさしい市になるよう 

に、自分がやさしさのパワーアップをしたいという内容の作文で 

した。 

 鈴木市長様から直接、表彰状をいただき、たくさんのご来賓の 

皆様、そして出席者の皆様を前にして、堂々と作文を発表するこ 

とができました。とても緊張したかと思いますが、上手に発表す 

ることができました。がんばりましたね。おめでとうございます。！ 

 

 １０月１８日に、４年生が社会科の学習で、西白河地方クリーンセンターと西白河地方リサ

イクルプラザの見学をしました。４年生の子どもたちは、とても積極的で、係の方の説明をよ

く聞き、自分の疑問について質問をしていました。係の方も驚くほどでした。 

 リサイクルプラザを見学したあと、トイレ休憩をとりまし 

た。とてもきれいなトイレをお借りしました。すると、   

さんが、最後にきちんとトイレのスリッパを並べていま 

した。使ったあとに、きちんとスリッパが並べられていて、 

とても気持ちがよかったです。  さんの立派な行動に感心 

しました。 

 学校に戻ってから、担任に話をすると、  さんは学級で 

も後片付けやお掃除を一生懸命にやってくれるそうです。 

本校では、３つ「あ」推進運動を行っています。「あいさつ」「あんぜん」「あとしまつ」の３

つの「あ」です。あいさつもきちんとできました。安全に見学することができました。そして、

あとしまつもきちんとできた見学学習でした。 

ペットボトルキャップの贈呈式を行いました！ 

 １９日水曜日に企画運営委員会が中心となって回収している 

ペットボトルキャップ（エコキャップ）をＪＡ夢みなみ様へ贈 

呈しました。１２６．６５ｋｇのエコキャップをお渡しするこ 

とができました。これは、ポリオワクチン約１８人分にあたり 

ます。お渡ししたキャップは、回収業者を通じ「ＪＣＶ」（認 

定 NPO 法人「世界の子供にワクチンを日本委員会」へ募金されるとのことです。皆様のご協

力に感謝申し上げます。 これからもペットボトルのキャップを回収いたしますので、保護者

の皆様、地域の皆様、ご協力をお願いいたします。 


